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２．給水装置工事の申請 
 

 申請及び関係書類の提出 
 

１．給水装置工事の申込みの際には、申請書及び関係書類を作成し提出すること。 

（１）給水装置工事承認申請書及び図面 

（２）水理計算書 

（３）所有者変更届 

（４）その他関係書類 

 

＜解 説＞ 

１．申請書は、建物１棟ごとに１部を作成することを標準とし、水道メーターを設置しない工事

については、１工事１部とする。 

２．申込みは、申請書（原本）で行うこと。 

３．次の場合は、水理計算書の「損失水頭計算」を省略することができる。 

（１）メーター口径１３ミリメートルの２階までの一般住宅に給水する場合 

（２）簡易な臨時給水工事の場合 

（３）その他、管理者が認めた場合 

※（１）のケースにおいて、次の①～③の場合は、「損失水頭計算」を必要とする。 

①２階に同時開栓数に加える給水器具がある場合 

②屋外配管の延長が長くなる場合 

③１個の止水栓より２個以上のメーターを設置する場合 

４．指定工事業者は、給水装置の所有者変更手続を依頼された場合は、速やかに水道部窓口に置

いてある複写式の給水装置所有者変更届（様式９）を提出すること。なお、この手続を行うと

きには、新所有者、旧所有者双方の売買契約書の写し又は登記簿謄本の写し等事実関係を証明

できるものを添付すること。 

５．申請者は、次の場合に利害関係人の同意書（給水装置工事承認申請書の同意欄に記入）を提

出すること。 

（１）他人の土地又は家屋に給水装置を設置する場合 

（２）他人の給水装置から分岐して給水装置を設置する場合 

６．給水装置工事申請書の作成は、表２－１に基づき行うこと。（記入例参照） 

７．給水装置工事関係諸様式は、表２－２によること。 

８．指定工事業者は、給水装置所有者変更届（様式９）を提出した場合は、水道部窓口に置いて

ある複写式の給水装置撤去届（様式４）を提出すること。この手続を行うときは、工事申請を

行った後に給水装置撤去届（様式４）と水道メーター（本体及び隔測メーター）を提出するこ

と。なお、提出された水道メーターが破損（紛失）の時は、メーター払出時にメーター売却と

なるので注意すること。 
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表 ２-１ 給水装置工事申請書の作成の仕方 
 

№ 記入についての注意事項（№は記入例を参照にすること。） 

① 申請者の現在居住している住所を、詳しく（番地、部屋番号等まで）記入する。 

② 申請者の氏名を記入する。なお、水道保存用（２枚目）に捺印をすること。 

③ 給水装置設置場所を、番地・枝番等まで記入する。 

④ 
申請する時点で、使用者が分かっている場合のみ記入する。建売・集合住宅等で未定の場合は、

空欄とする。 

⑤ 
指定給水装置工事事業者の本社又は、支店等の所在地・電話番号を記入する。なお、水道保存

用（２枚目）に代表印の捺印をすること。 

⑥ 主任技術者の氏名及び免状の交付番号を記入する。 

⑦ 配水管施工技能者氏名及び承認番号を記入する。 

⑧ 

利害関係について必要事項を記入する。 

 （１）申請者所有地以外の土地を使用する場合。 

   →土地所有者の住所・氏名を記入し、捺印する。 

 （２）申請者と家屋所有者が異なる場合。 

   →家屋（給水装置）所有者の住所・氏名を記入し、捺印する。 

 （３）申請者所有給水管以外の管から分岐する場合。 

   →共有管所有者全員の住所・氏名を記入し捺印する。共有管等の所有者については、市水道部の給 

水装置工事台帳等を閲覧し確認すること。 

⑨ 給水装置撤去届（様式４）の提出状況を記入する。 

⑩ 
加入金の内訳を記入し、区分欄については新設・流用・増口径等を記入する。なお、加入金の

取扱いに疑義が生じた場合は、給水担当に協議すること。 

⑪ 

審査検査手数料の内訳を記入し、工種が複数の場合はすべてを記入すること。ただし、簡易な

臨時給水工事についてはこの欄には記入せずに、臨時給水・簡易な臨時給水工事申請書（様式

５）で提出すること。 

⑫ 
申請番号を記入する。（記入例の№○○－１で○○は指定給水装置工事事業者番号、１は業者

毎の工事番号） 

⑬ 着工及び完成の予定年月日を記入する。 

⑭ 建築確認の番号、年月日を記入する。 

⑮ 用途・給水方式の該当欄を○で囲む。 

⑯ 建築物の階建（建築確認と一致すること）及び給水階数を記入する。 

⑰ 量水器の口径と個数を記入する。 

⑱ 
配水管の管種・口径及び給水管の管種・口径を記入する。ただし、配水管について分からない

場合は、水道部に備付けの管路図を閲覧し確認すること。 

⑲ 下水道及び井水の有無を○で囲む。 

⑳ 
管路図の番号を記入、わからない場合については、水道部に備え付けてあるので閲覧し必ず記

入する。 

○21  
分水工事の有無を○で囲む。有の場合は道路占用が伴うので、その内容も記入する。既設分水

の有無は、管路図・給水台帳・現地等を必ず確認すること。 

○22  臨時給水（簡易な臨時給水工事も含む）の有無を○で囲む。有の場合は必要事項も記入する。 
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表 ２-２ 給水装置工事関係諸様式 

様 式 名 称 様 式 番 号  
仕   様 

備    考 
用紙サイズ 組枚数 

給水装置工事承認検査通知書 

給 水 工 事 申 請 書 
様式・１ Ａ３ ２枚組 水道部（ＨＰ） 

図 面 様式・２ Ａ３ ３枚組 水道部（ＨＰ） 

水 理 計 算 書 様式・３ Ａ４ ２枚組 水道部（ＨＰ） 

給 水 装 置 撤 去 届 様式・４ Ａ４ ３枚組 水道部（ＨＰ） 

臨時給水工事・簡易な臨時給水

工事申請書 
様式・５ Ａ４ ５枚組 水道部（ＨＰ） 

給 水 装 置 修 理 報 告 書 様式・６ Ａ４ ３枚組 水道部（ＨＰ） 

竣 工 届 様式・７ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

部 分 竣 工 届 様式・８ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

給 水 装 置 所 有 者 変 更 届 様式・９ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

分 岐 ・ 分 水 閉 止 工 事 届 様式・１０ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

量 水 器 等 払 出 申 請 書 様式・１１ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

加 入 金 流 用 願 書 様式・１２ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

念 書 （ 舗 装 復 旧 ） 様式・１３ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

道 路 占 用 申 請 願 様式・１４ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

ア パ ー ト 等 総 括 調 書 様式・１５ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

事 前 協 議 書 様式・１６ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

事前協議書（直結直圧給水） 様式・Ａ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

事前協議書（直結加圧給水） 様式・Ｂ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

直結加圧装置設置条件承諾書 様式・Ｅ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

直結加圧式給水装置設置届 様式・Ｆ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

直結加圧装置設置猶予誓約書 様式・Ｇ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

直結加圧装置管理者等(変更)届 様式・Ｈ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

設 計 変 更 届 様式・１７ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

給 水 装 置 工 事 申 込 取 消 届 様式・１８ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

貯 水 槽 水 道 設 置 届 様式・１９ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

貯水槽水道変更（廃止）届 様式・２０ Ａ４ １枚組 水道部（ＨＰ） 

道 路 占 用 許 可 申 請 書  Ａ４ ４枚組 建設部（ＨＰ） 

道 路 使 用 許 可 申 請 書 別記様式２号 Ａ４ １枚組 建設部（ＨＰ） 

上水道事業加入金納入通知書 

兼領収証書 
 Ａ６ ４枚組 水道部 

給水装置工事審査検査手数料納

入通知書兼領収書 
 Ａ６ ４枚組 水道部 

量水器等購入納入通知書兼領収

書 
 Ａ６ ６枚組 水道部 
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８．その他関係書類 

（１）建築基準法第６条第１項の規定による確認済証の写し（表紙、１面～６面） 

（２）建物の配置図、立面図（立面図に隔測メーターの位置を記入） 

（３）図面（様式２・１／３・申請用）のコピー 

（４）特殊給水装置の承認図及び給水装置認証登録証の写し、また自己認証については試験成績

書の写し 

（５）その他 

 

 工事申請・審査 
 

１．給水装置工事の申請にあたっては、設計内容等について管理者の審査を受けること。 

２．申請者は、申請の際に別に定める手数料を納入すること。 

 

＜解 説＞ 

１．事前協議について 

給水装置は、多様化し技術的に判断が難しくなっている現状から受水槽式、その他検討を要

するものについては、申請前に事前協議をすること。 

（１）３階建て以下の直結直圧給水で、メーター口径が４０㎜以上の場合 

（２）１つの分水栓で１０個以上のメーターが設置される場合 

（３）受水槽の場合 

（４）４階建て以上の直結給水（直圧方式・加圧方式） 

（５）その他検討を要する場合 

２．納付金について 

審査検査手数料及び加入金は、条例に基づき納入すること。 

（１）審査検査手数料 

審査検査手数料については、条例第３２条に基づき、納入すること。 

（２）加入金 

ア 条例第３１条に基づきメーター口径別に納入すること。 

イ  全改造工事及び改造工事でメーター口径の変更（増口径）がある場合については、撤去

するメーター口径に見合う額を控除する。 

ウ 設計変更によりメーター口径を変更する場合は、再審査完了後、加入金の差額を追徴又

は還付する。 
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 関係機関への通知 
 

１．指定工事業者は、工事着手の前に水道管理者へ掘削及び占有等の書類を提出し、水道管理

者から各関係機関へ必要な申請手続を行う。 

２．水道管理者から各関係機関へ必要な申請手続を行う。 

 

＜解 説＞ 

１．申請に係る関係官公署及び申請書類等については次表による。 

申請関係様式等一覧表 

関係官公署・会社所在地・電話番号一覧表 

道路占用許可申請書及び道路使用許可書の書類の流れ 

２．工事の内容、期間等に変更がある場合は速やかに当市へ連絡すること。 

 

表 ２-３ 申請関係様式等一覧表 
 

種 
 
 

別 

提 出 先 

部 
 

数 

様 
 

式 

添 付 図 面 等 

備   考 
位 

置 

図 

平 

面 

図 

断 

面 

図 

土
工
定
規
図 

交
通
規
制
図 

工 

程 

表 

国 道 札 幌 開 発 建 設 部 ４ 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

電子申請 

申請から許可まで

約１か月 

道 道 札幌建設管理部千歳出張所 ４ 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
申請から許可まで

約１か月 

市 道 

北広島市建設部土木事務所 ２ 有 ○ ○ ○ ○ ○ △ 
申請から許可まで

約１～２週間 
厚 別 警 察 署 ２ 有 ○ ○ ○ ○ ○ △ 

その他 

所有者（私道・私有地）          

所有者（分岐）         

所有者（給水装置工事）         

○：必要書類 △：必要になることもあるので、その都度確認すること 

 

 

 

  

給水装置工事申

請書と一括取り

まとめて提出す

る。 
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表 ２-４ 関係官公署・会社所在地・電話番号一覧表 
 

種 別 名          称 所 在 地 電話番号 

国 道 
274号 札幌開発建設部札幌道路事務所 

36号 札幌開発建設部千歳道路事務所 

札幌市豊平区月寒東2条8丁目3番1号 

千歳市北斗6丁目13-3 

011-854-6111 

0123-23-2191 

道 道 札幌建設管理部千歳出張所 千歳市桂木6丁目1-28 0123-23-4191 

市 道 市建設部土木事務所 北広島市共栄496-1 011-372-3311 

警 察 北海道警察厚別警察署 札幌市厚別区厚別中央2条4丁目5-20 011-896-0110 

消 防 市消防本部 北広島市北進町1丁目3番地 011-373-2321 

ガ ス 

北海道ガス㈱ 

北ガスジェネックス㈱ 本社 

㈱菱友 札幌北広島支店 

㈱協和日成 札幌支店 

恵庭燃料 恵庭営業所 

北海道エア・ウォーター㈱ 本社 

北燃商事㈱ 恵庭センター 

石油資源開発㈱ 北海道事業所 

札幌市中央区北7条東2丁目1-1 

札幌市東区伏古8条2丁目 

北広島市大曲緑ヶ丘7丁目9番地1 

札幌市東区東雁来2条1-2-35 

恵庭市住吉町1丁目8-5 

札幌市中央区北3条西1丁目2番地 

恵庭市戸磯345番地3 

北海道苫小牧市字沼ノ端134-648 

011-792-8104 

011-782-5111 

011-377-2131 

011-789-2200 

0123-32-4232 

011-212-2881 

0123-32-4465 

0144-51-2205 

電 力 北海道電力㈱ 札幌支店 札幌市中央区大通東1丁目2番地 011-251-1111 

電 話 
ＮＴＴ－ＭＥ北海道 

（地下埋設物事前調査受付） 
札幌市中央区宮の森2条1丁目1-45 

0120-444-310 

011-613-2220 

下水道 市水道部下水道課 北広島市中央4丁目2番地1 011-372-3311 
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表 ２-５ 道路占用許可申請書及び占用使用許可書の書類の流れ 
 

種別 作 成 者 申 請 者 書 類 の 流 れ  

占用 施工業者 

 取りまとめ 占用協議   回答 

使用 施工業者 

 

 

※ 申請書の添付書類 

道路許可占用申請にあたって必要な書類・部数については、次のとおりとする。 

（１）市道 

１枚目：道路占用許可申請書①・道路占用申請願・道路使用許可申請書・図面 

２枚目：道路占用許可申請書②・道路占用許可書④・図面 

３枚目：道路使用許可申請書（収入証紙2,500円添付）・道路占用許可申請書③・図面 

４枚目：道路使用許可申請書・図面 

（２）国道・道道 

図面４部と道路占用申請願 

（３）その他上記（１）、（２）以外で必要な書類については、水道部・道路管理者の指導の

もとに添付すること。 

 

 工事着手 
 

１．給水装置工事は、設計審査終了後、着手すること。 

 

＜解 説＞ 

１．指定工事業者（主任技術者）は、工事着手にあたり、管理者に対し配水管及び給水管からの

分岐等の連絡調整を行うこと。 

 

 設計変更及び工事の取消し 
 

１．指定工事業者は、設計内容に変更が生じた場合は、速やかに再審査を受けること。 

２．指定工事業者は、工事の申込みを取り消す場合は、速やかに届け出ること。 

 

  

工事申請者と 

水 道 管 理 者 
水

道

管

理

者 

道

路

管

理

者 

警

察

署 

道路管理者 
水 道 

管理者 

業 者 業 者 
許  可 
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＜解 説＞ 

１．指定工事業者は、次に示す内容の変更を行う場合は、変更理由、変更内容を明記し、図面及

び水理計算書等の再審査を受けること。なお、下記以外の軽易な変更については、設計変更届

（様式１７）を提出すること。 

（１）分岐位置を変更する場合（分岐する配水管布設路線の変更） 

（２）分岐から水道メーターまでの管種及び口径を変更する場合 

（３）水道メーター口径の変更 

（４）給水方式を変更する場合（直圧式→受水槽式 受水槽式→直圧式等） 

（５）給水管の埋設位置及び給水用具を大幅に変更する場合 

（６）審査の際に付記した条件とおり施工できない場合 

（７）その他、管理者が再審査の必要があると判断した場合 

 

 水道メーターの払出し 
 

１．水道メーターの払出しは、工事完了直前に行うものとする。 

 

＜解 説＞ 

１．水道メーターの払出しは、量水器等払出申請書（様式１１）に必要事項を記入し、提出するこ

と。 

２．竣工検査書類も提出し、検査日を打合せすること。 

３．水道メーターの引渡し場所は、水道管理センター（北広島市富ヶ岡５５０番地・℡３７３－

１９５８）とし、原則平日午前９時から午後４時までとする。 

 

 

 指定工事業者が行う竣工検査 
 

１．指定工事業者（主任技術者）は、竣工図面等の書類検査及び現地検査により、給水装置の

構造・材質の基準及び本市の基準に適合していることを確認すること。 

２．給水装置の使用開始にあたっては、事前に管内を清浄するとともに、通水試験、水圧試験、

及び水質の確認を行うこと。 

 

＜解 説＞ 

１．給水装置の構造及び材質が基準に適合していない場合は、給水を拒否又は停止することとな

るため、主任技術者は確実に竣工検査を行い、給水装置の構造及び材質の基準及び本市の基準

に適合していることを確認すること。 

２．竣工検査において主任技術者が確認する主な内容は、次のとおりである。 
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（１）書類検査 
 

検査項目 検 査 の 内 容 （ 基 準 ） 

位置図 
１．工事箇所が確認できるよう、道路及び主要な建物等が記入されていること。 

２．工事箇所が明記されていること。 

平面図及 

び立体図 

１．方位が記入されていること。 

２．隣接家屋の地番及び境界が記入されていること。 

３．道路種別等付近の状況が分かりやすいこと。 

４．建物の位置、構造が分かりやすいこと。 

５．判別可能な平面図（基本縮尺：1/200）が正確に記入されていること。 

６．立体図が記入されていること。（隠ぺい部を表示すること。） 

７．平面図と立体図が整合されていること。 

８．分岐部及び管路のオフセットが記入されていること。 

９．各部の材料、口径及び延長が記入されていること。 

１０．メーター口径、隔測メーターの位置及びコード長、筐種別が記入されている

こと。 
  

（２）現地検査 
 

種  別 検査項目 検 査 の 内 容 （ 基 準 ） 

屋

外

の

検

査 

1.分岐部 

・ 配水管への取付け口の位置は適正に行われていること。 

・ 配水管への取付け口径は著しく過大でないこと。 

・ オフセットは正確に測定されていること。 

2.メーター・

メーター

用止水栓

等 

・ メーターは、逆付け・片寄りがなく、水平に取り付けられていること。 

・ メーターは、取替えに支障がないこと。 

・ 止水栓の操作に支障がないこと。 

・ 止水栓は、逆付け及び傾きがないこと。 

3.埋設管 
・ 家屋の主配管は、構造物の下の通過を避けていること。 

・ 道路内及び宅地内の埋設深度は、所定の深さが確保されていること。 

4.管延長 ・ 竣工図面と整合すること。 

5.筐類 ・ 傾きがないこと及び要綱に適合すること。 

6.止水栓 ・ スピンドルの位置が筺の中心にあること。 

7.道路復旧 ・ 道路占用許可条件のとおりであること。 

8.ﾒｰﾀｰﾌﾟﾚｰ

ﾄ 
・ メーターオフセット等が正確に刻印されていること。 

配

管 

1.配 管 

・ 給水用具等が竣工図面と整合すること。 
・ 配水管の水圧に影響を及ぼすおそれのあるポンプに直接連結されていないこと。 
・ 配管の口径、管路、構造等が適切であること。 
・ 水の汚染、破壊、浸食、電食、浸透、凍結等を防止するための適切な措置がなさ

れていること。 
・ 逆流防止のための給水用具の設置、吐水口空間の確保等がなされていること。 
・ クロスコネクションがなされていないこと。 

2.接 合 ・ 適切な接合が行われていること。 

3.管 種 
・ 性能基準適合品の使用を確認すること。 

・ 配水管への取付け口からメーターまで、本市指定のものを使用していること。 

用 具 
1.給水用具 ・ 性能基準適合品の使用を確認すること。 

2.接 続 ・ 適切な接合が行われていること。 

受水槽 
吐水口空間 ・ 吐水口と越流面等との位置関係の確認を行うこと。 

流入量確認 ・受水槽の流入調整について水理計算に基づき行い、確認する。 
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種  別 検 査 の 内 容 （ 基 準 ） 

通 水 試 験 

・通水時には、給水栓を開け、水道メーターが正常に作動する事を確認すること。

また、連合栓（集合住宅等）の場合には、系統別（水抜ごと）に給水栓を開け、

誤接続がないか水道メーター毎に通水確認を行う。 

水 圧 試 験 ・一定の水圧による水圧試験で、漏水及び抜けなどのないことを確認すること。 

水 質 の 確 認 ・臭気等により確認すること。 

加圧装置圧力 

設定値確認 

・水理計算に基づき流入圧の低下によるポンプ停止・復帰の設定値を加圧制御盤に

おいて確認する。 

 

（３）水圧試験 

試験水圧及び保持時間は、次表による。 

表 ２-６ 試験水圧及び保持時間 
 

対         象 試験水圧 保持時間 

給    水    装    置 ０．７５MPa ２分 

直結直圧給水で、メーター口径が４０㎜以上

の場合、１つの分水栓で１０ヶ以上のメータ

ーが設置される場合 

０．７５MPa ６０分 

７５㎜以上の管路及び仕切弁 

「０．７５㎫仕様」を使用した管路 
０．７５MPa １２０分 

 

指定工事業者は、試験に必要な器具（水圧計等）を用意すること。 

（水圧ゲージは、０～１．５㎫仕様とする。） 

（運用） 

１．水圧試験の方法は、概ね次による。 

（１）給水栓の位置に水圧試験機を取り付ける。 

（２）充水 

（３）０．７５㎫の加圧（２分間） 

（４）漏水の有無確認 

２．直結加圧給水における水圧試験 

 「４．中高層建物直結給水技術基準」を参照。 

３．次の場合においては、自然圧（配水管等の圧力）による水圧試験を行い、漏水の有無を入

念に確認すること。 

（１）分岐から第１止水栓までの部分 

（２）既設管に接続されているなど水圧試験が困難な場合 

４．６０、１２０分の水圧試験を行う場合は、自記圧力計により漏水の有無を確認する。 
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３．水質の確認（確認項目） 
 

確  認  方  法 項      目 判 定 基 準 

Ｄ Ｐ Ｄ 法 残留塩素（遊離） ０．１㎎/ℓ以上 

観        察 

臭気 異常でないこと 

味 〃 

色 〃 

濁り 〃 
 

※ 水質の確認は、配水管及び給水管の布設状況に応じて実施する。 

 

 竣工書類の提出 
 

１．指定工事業者は、工事完了後、竣工図及び関係書類を提出すること。 

２．指定工事業者は、設計内容に変更が生じた場合は、速やかに再審査を受けること。 

 

＜解 説＞ 

１．竣工図面の作成にあたっては、「１１．図面の作成」によること。 

２．提出資料には、給水装置工事使用材料・検査確認報告書・記録写真及び給・配水管埋設状況

調書等がある。 

（１）給水装置工事使用材料・検査確認報告書とは、給水装置工事に使用した給水管及び給水用

具に関する事項と給水装置の構造及び材質が基準に適合しているかの確認方法及びその結果

を記入したものであり、次表は参考例である。 

（２）記録写真は、管理者が確認のため必要とするもの及び管理者以外の関係機関から求められ

るものがある。 

ア 管理者が確認のため必要とするもの（現地検査の際、検査員に提示）とは、以下を記録

した写真である。 

（ア）分岐部又は予定栓接続部 

（イ）施工中の屋外配管の管種、管径、埋設深さ 

（ウ）施工中の屋内配管の管種、管径 

（エ）水圧試験 

（オ）隔測メーター、地下メーターの設置位置 

（カ）その他、検査員が指示したもの 

イ  管理者以外の関係機関から求められるもの（施工後速やかに提出）とは、以下を記録し

た写真である。 

（ア）道路掘削状況及び本復旧写真（国道・道道については、着工前・竣工・作業状況の

写真を各２枚） 

（イ）その他、関係機関から求められたもの 
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（３）図面（様式２）裏面の給・配水管埋設状況調書は、設置場所、設置年月、道路名、工事状

況、給水管口径管種、配水管埋設深度、サドル分水栓口径、主任技術者、分水穿孔者を記入

すること。 

３．竣工届、竣工図面及び資料は、設置した給水装置の使用時期等を考慮し、余裕をもって提出

すること。 

 

 管理者が行う検査 
 

１．指定工事業者は、指定工事業者が行う竣工検査完了後主任技術者立会いのうえ、管理者の

検査を受けること。 

 

＜解 説＞ 

１．管理者が行う検査の考え方 

適正な給水を確保するため、給水装置の構造及び材質の基準が施行令第６条に定められてお

り、この基準に適合していない場合には、給水の拒否又は停止をすることとなる。 

このため、本市においては適正な給水装置工事の施行を図るため指定工事業者制度を設けて

いる。すなわち、あらかじめ給水装置の工事に必要な知識、技術を有し、かつ、信頼し得る者

を指定することにより、適正な給水装置工事の施行を確保しようとするものである。したがっ

て、指定工事業者が施行する給水装置は、水道法に定める給水装置の構造及び材質の基準及び

本市の基準に適合するものである。 

このため、管理者の検査は、指定工事業者の技術力と信頼性のチェックを主な目的として、

指定工事業者の施行した給水装置が、本市の基準等を遵守し施行されているかの確認を行うも

のである。 

２．管理者が行う検査の構成は、次のとおりである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加 圧 ポ ン プ

竣 工 図 検 査

資料及び現地検査

検 査

竣 工 図 検 査

平面図及び立体図

屋 外

配 管

給 水 用 具

受 水 槽

流 入 量 の 確 認

水 質 の 確 認

通 水 確 認

水 圧 確 認



 

 
 

-
 
2
3
 
- 

給水装置工事使用材料・検査確認報告書 
  （ 該当項目のみ□にレを記入）                                                                                                     あて先 北広島市上下水道事業 

 
 申請番号 

給水装置 

工事場所 
 

 北広島市指定給水装置工事事業者 
住所 
氏名 
代表者氏名                                       印 

 下記の使用材料及び検査をしたので届けます。 
 
給水装置工事主任技術者免状の交付番号 
給水装置工事主任技術者名                       印 －  氏  名  

 

使 用 材 料 

品 名 形 質 単位 数 量 検 査 認 証 の 確 認 備 考 品 名 形 質 単位 数 量 検 査 認 証 の 確 認 備 考 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

    
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

  



 

 
 

-
 
2
4
 
- 

給水装置工事使用材料・検査確認報告書（参考例） 
  （ 該当項目のみ□にレを記入）                                                                                                     あて先 北広島市上下水道事業 

 
 申請番号 

給水装置 

工事場所 
北広島市中央４丁目２－１ 

 北広島市指定給水装置工事事業者 
住   所    北広島市広島１丁目１番地１ 
氏   名    広島水道株式会社 
代表者氏名     水 道 工 事                 水道 

 下記の使用材料及び検査をしたので届けます。 
 
給水装置工事主任技術者免状の交付番号        ００１ 
給水装置工事主任技術者名      水  道  工  事     水道 －  氏  名 広島 一郎 

 
使 用 材 料 

品 名 形 質 単位 数 量 検 査 認 証 の 確 認 備 考 品 名 形 質 単位 数 量 検 査 認 証 の 確 認 備 考 

サ ド ル 付 

分 水 栓 
VP75×25 個 １ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｂ １１７ 給 湯 器 
（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 
台 １ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＡ ○Ｗ００００ 

Ｐ Ｐ 管 
φ２０ 

φ２５ 
ｍ 

２０ 

１０ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＳ Ｋ ６７６２ 混 合 水 栓 

台 所 

（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 

台 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＳ Ｂ ２０６１ 

冷 間 継 手 
φ２０ 

φ２５ 
式 １ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｂ １１６ 混 合 水 栓 

洗 濯 

（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 

台 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＳ Ｂ ２０６１ 

水道用止水栓 

（ボール式） 
φ２５ 個 １ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｂ １０８ 混 合 水 栓 

シャワー 

（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 

台 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＳ Ｂ ２０６１ 

伸 縮 筐  個 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

北広島市指定 混 合 水 栓 

洗 面 

（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 

台 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＳ Ｂ ２０６１ 

水 抜 栓 
φ１３ 

φ２０ 
個 

１ 

１ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｃ ０１ 

ＪＷＷＡ Ｃ ○○ 
単 水 栓 

洗 濯 

（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 

台 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＳ Ｂ ２０６１ 

立 上 り 管 φ２０ 個 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｇ ○○ ロ ー タ ン ク 
（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 
台 １ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＩＳ Ｂ ２０６１ 

Ｃ Ｏ Ｐ 管 φ２０ ｍ ２０ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｈ１０１ 

北広金属㈱ 
    

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

減 圧 弁  個 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｂ ○○○ 
(給湯のみ ) 

食 洗 器 

（ﾒｰｶｰ名） 

（形 式） 
台 １ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＥＴ Ｗ000-0000-000 

逆 止 付 

屋 内 止 水 栓 
 個 １ 

□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｅ ００     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

 

屋 内 止 水 栓  個 １ 
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 

ＪＷＷＡ Ｅ ０１     
□ＪＩＳマーク 
□第三者認証マーク 
□自己認証 
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  （該当項目のみ□にレを記入）                  竣 工 検 査 項 目 
 

資  料  及  び  現  地  検  査 

検査種別及び検査項目        検 査 の 内 容 検査種別及び検査項目 検 査 の 内 容 

屋

外

の

検

査 

1.分岐部 

（予定栓） 

□ 配水管への取付け口の位置は適正である。（写真） 

□ 配水管への取付口径は著しく過大ではない。 

□ オフセットは正確に測定されている。 

受
水
槽 

1. 吐 水 口 空 間 □ 吐水口と越流面との位置関係の確認。（写真 既製品は除く） 

2. 流 入 量 確 認 □受水槽の流入調整を水理計算に基づき行い、確認。 

通 水 試 験 
□ 通水後、各給水用具から放水し、水道メーター経由の確認、

動作状態等の確認。 

2 .水道メー

ター、メー

タ ー 用 止

水栓等 

□ 水道メーターは、逆付け、片寄りがなく水平に取付けら

れている。 

□ 水道メーターは、検針、取替えに支障がない。（写真） 

□ 止水栓の操作に支障がない。 

□ 止水栓は、逆付け及び傾きがない。 

水 圧 試 験 

 
□ 一定の水圧による、水圧試験で漏水及び抜けなどがないことの確認。 

水 質 の 確 認 □ 臭気等により確認。 

加圧装置圧力設定値確認 
□ 水理計算に基づき流入圧の低下によるポンプ停止・復帰の設定値を加

圧制御盤で確認。 

竣 工 図 面 検 査 

位 置 図 
□ 工事箇所が確認できるよう、道路及び主要建物等が記入されている。 

□ 工事箇所が明記されている。 
3.埋設管 

□ 家屋の主配管は、構造物の下の通過を避けている。 

□ 道路内及び宅地内の埋設深度は、所定の深さが確保されている。

（写真） 

平面図及び立体図 

□ 方位が記入されている。 

□ 隣接地番及び境界が記入されている。 

□ 道路種別等付近の状況がわかりやすい。 

□ 建物の位置、構造がわかりやすく記入されている。 

□ 縮尺１／２００の平面図が正確に記入されている。 

□ 立体図が記入されている。 

□ 平面図及び立体図が整合している。 

□ 分岐部のオフセットが記入されている。 

4.管延長 □ 竣工図面と整合する。 

5.筺 類 □ 傾きがなく、要綱16.6 筺類の設置に適合している。 

6.止水栓 □ スピンドルの位置が筺の中心にある。 

7.道路復旧 □ 道路許可条件のとおりである。（写真） 

8.ﾒｰﾀｰﾌﾟﾚｰﾄ □ メータオフセット等が正確に刻印されていること。 

配

管 

1.配 管 

□ 給水用具等が竣工図面と整合する。 

□ 配水管の水圧に影響を及ぼすおそれのあるポンプに直接連結

されていない。 

□ 配管の口径、管路、構造等が適切である。 

□ 水の汚染､破壊､浸食､電食､浸透､凍結等を防止するための適切

な措置がなされている。 

□ 逆流防止のための給水用具の設置、吐水口空間の確保等がなされている。 

□ クロスコネクションがなされていない。 

給水装置工事竣工検査年月日   年  月  日 水道部受付印 

そ
の
他
報
告
事
項 

 

 

 

 

2.接 合 □ 適切な接合が行われている。 

 3. 管  種 
□ 性能基準適合品の使用確認。 

□ 配水管への取付け口からメーターまで、本市指定のものを使用している。 

給水用具 
1.給水用具 

□ 性能基準適合品の使用確認。 

2.接 続 □ 適切な接合が行われている。 
 
   注  １．この参考例によりがたい場合は、この検査内容等を網羅していること。      ２．写真については、要綱２．８＜解説＞２．（２）を参照すること。


